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令和元年８月分

市交際費の支出状況
◆日時／10月16日㈬　15時～　◆場所／第2委員会室（自由に傍聴できます）
◆問い合わせ／教育振興課 総務係　☎75－8022月の定例教育委員会のお知らせ10

今
月
の
帰
宅
放
送
は
、
東
原
庠
舎
西
渓
校
9
年
の
中
島
右
勢
さ
ん
で
す

し
ま

な
か

せ
い

ゆ
う

今月の論語

約
を
以
て

こ
れ
を
失
う
者
は
鮮
し

や
く

も
っ

う
し
な

も
の

す
く
な

思い上がって勝手にすると

やりすぎ、しくじりがあり

ます。ひかえ目に失敗はない。

短 歌  《麦の芽短歌会 互選》俳 句  《互選》川 柳  《多久川柳会 互選》

問い合わせ 総務課 秘書係 
☎75ー2115

「
同
和
問
題
と
水
俣
病
」

支出種別 　区分　 件数　  金額（円）

弔 慰

見舞い

御 祝

賛 助

激励金

接 遇

会 費

その他

合 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計

今月分
累 計
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累 計
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0 
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4,500
88,014 

11,500 
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0
7,200 
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387,581

健 康 危 機 宣 言 市長　横尾  俊彦
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令和元年8月の大雨災害 市長　横尾俊彦
よこ お とし ひこ

野
の
仏
ギ
ャ
ラ
リ
ー
⑤

不
空
羂
索
観
音
坐
像

　頭
上
に
テ
ィ
ア
ラ
状
の
宝
冠
を
戴
き
、
頭
髪
を
三
山
髻
に
結
い
上
げ
、

顔
は
穏
や
か
な
表
情
で
す
。
正
面
で
合
掌
し
、
下
方
の
右
手
に
羂
索
、

左
手
に
念
珠
を
持
っ
て
い
ま
す
。
舟
形
光
背
に
刻
ま
れ
た
右
手
は
錫
杖
、

左
手
は
蓮
華
を
持
ち
、
持
物
の
な
い
手
が
左
右
に
一
つ
ず
つ
あ
り
ま
す
。

別
造
り
の
蓮
華
台
が
あ
り
ま
す
。

　銘
「
第
九
番 

不
空
觀
世
音 

南
圓
堂
」「
芦
刈
村 

施
主 

大
村
芳
隆
」

ふ

く
う

け
ん
さ
く(

じ
ゃ
く)

か
ん

の
ん

ざ

ぞ
う

さ
ん
ざ
ん
け
い

ね
ん
じ
ゅ

じ

も
つ

れ
ん

げ

ふ
な
が
た
こ
う
は
い

し
ゃ
く
じ
ょ
う

多
久
市
郷
土
資
料
館
長

　藤
井
伸
幸

○
不
空
羂
索
観
音
は
天
台
宗

系
六
観
音
の
一
つ
で
、
造

像
の
例
は
稀
で
す
。

○
羂
索
は
鳥
獣
を
と
ら
え
る

縄
の
こ
と
で
、
慈
悲
の
羂

索
で
一
切
の
衆
生
を
救
い

ま
す
。

○
銘
の
第
九
番
は
西
国
三
十

三
所
の
順
番
で
、
南
円
堂

は
奈
良
市
興
福
寺
に
あ
り

ま
す
。

東
多
久
町
大
通
院
（
常
應
寺
）

ふ
じ

の
ぶ
ゆ
き

い け
ん

さ
く

　　
先
日
、
熊
本
県
で
人
権
・
同
和

教
育
の
研
修
会
が
あ
り
、
特
別
講

座
の
「
水
俣
病
当
事
者
に
学
ぶ
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
水
俣
病
は
、
チ
ッ
ソ
水
俣
工
場

か
ら
出
さ
れ
た
有
機
水
銀
が
原
因

で
引
き
起
こ
さ
れ
た
公
害
で
す
。

し
か
し
、
当
時
は
遺
伝
病
や
地
域

の
風
土
病
な
ど
と
思
わ
れ
る
偏
見

が
あ
り
、
そ
の
家
族
が
水
俣
に
住

ん
で
い
る
と
い
う
だ
け
で
、
結
婚

や
就
職
な
ど
で
差
別
さ
れ
て
き

た
と
い
う
悲
し
い
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
水
俣
病
が
公
式
認
定
さ
れ
て

63
年
の
年
月
が
過
ぎ
て
も
、
患
者

へ
の
救
済
は
ま
だ
ま
だ
課
題
が

残
っ
て
い
ま
す
。

　
水
俣
病
で
差
別
さ
れ
た
歴
史
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
と
、
胎
児
性
患

者
が
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
さ

れ
た
「
水
俣
条
約
締
約
国
会
議
」
で
、

水
俣
病
は
終
わ
っ
て
い
な
い
と
世
界
に

向
け
て
訴
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
水
俣
病
へ
の
差
別
と
偏
見
が
、
無
知

や
無
理
解
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
と
考
え

る
と
、
同
和
問
題
と
よ
く
似
て
い
る
所

が
あ
り
ま
す
。

　
同
和
問
題
を
知
ら
な
い
人
た
ち
は
、

過
去
の
問
題
だ
と
言
っ
た
り
、
知
ら
な

い
人
に
言
っ
た
り
す
る
か
ら
余
計
に

知
っ
て
差
別
す
る
な
ど
と
言
い
ま
す
。

果
た
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
か
。

　
水
俣
病
の
当
事
者
の
思
い
を
知
り
、

改
め
て
同
和
問
題
を
正
し
く
知
る
こ
と

の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。
一
人
ひ
と

り
が
正
し
く
理
解
を
深
め
、
偏
見
や
差

別
を
な
く
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

�

社
会
教
育
指
導
員
　
木き

村む
ら

博ひ
ろ

重し
げ
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市
長
コ
ラ
ム

　

ま
ず
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

８
月
２８
日
に
大
雨
特
別
警
報
が

発
令
さ
れ
た
豪
雨
で
、
市
内
に
も
大

き
な
被
害
が
発
生
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全

国
ニ
ュ
ー
ス
ト
ッ
プ
で
多
久
市
の

様
子
が
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。
記
録

的
短
時
間
大
雨
情
報
か
ら
間
も
な

い
特
別
警
報
に
災
害
対
策
本
部
は

河
川
の
越
流
・
氾
濫
、
人
家
損
壊
、

山
林
・
道
路
・
河
川
の
被
害
、
場

合
に
よ
れ
ば
負
傷
者
等
も
想
定
し
、

覚
悟
を
も
っ
て
対
策
に
総
力
を
投

入
し
ま
し
た
。

　

人
身
に
及
ぶ
被
害
は
な
か
っ
た

も
の
の
、
激
甚
災
害
指
定
（
公
共
土

木
・
農
林
災
害
）
の
方
向
で
す
。
そ

れ
ほ
ど
被
害
が
大
き
か
っ
た
の
で
す
。

　

９
月
１８
日
現
在
で
、
市
道
１
４
０

か
所
、
河
川
８０
か
所
、
林
道
１９
路
線

で
１
０
４
か
所
、
農
地
被
害
８
０
０

か
所（
想
定
）で
損
壊
や
土
砂
崩
落
、

床
上
床
下
浸
水
約
２
０
０
戸
、
ま
た

市
内
１
０
４
行
政
区
の
区
長
報
告

で
の
被
災
箇
所
は
１
１
２
２
か
所
。

　

ま
さ
に
か
つ
て
な
い
被
災
で
す
。

　

特
に
道
路
・
河
川
・
林
野
で
の
崩

落
や
損
壊
な
ど
の
被
災
が
大
き
く
、

国
土
交
通
省
の
Ｔ
Ｅ
Ｃ
・
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ

Ｅ
（
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
）
は
当

初
２
隊
で
し
た
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

調
査
で
被
害
の
深
刻
さ
が
判
明
し
、

４
隊
を
緊
急
追
加
投
入
さ
れ
、
被
災

実
態
の
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

家
屋
裏
の
土
砂
崩
落
や
住
宅
内

へ
の
土
砂
の
流
入
、
敷
地
内
に
ト

ラ
ッ
ク
１０
台
分
以
上
の
土
砂
礫
石

が
堆
積
す
る
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

全
国
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

支
援
要
請
に
応
じ
て
大
活
躍
。「
と

て
も
有
難
い
」
と
幾
度
も
被
災
者
の

皆
さ
ん
か
ら
聴
き
ま
し
た
。

　

こ
の
被
災
か
ら
早
急
な
復
旧
・
復

興
を
進
め
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
確
か

な
推
進
を
図
る
た
め
国
へ
要
望
活

動
も
行
い
ま
し
た
。

　

９
月
半
ば
に
麻
生
太
郎
財
務
大

臣
、
武
田
良
太
内
閣
府
防
災
担
当
大

臣
、
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
ほ
か
に

直
接
要
請
し
ま
し
た
。
復
旧
復
興

は
こ
れ
か
ら
が
本
番
。
全
力
を
尽

く
し
ま
す
。


